
 
 
 
 
 

参考資料４ 

 

 URA に必要な知識・能力 



①政策情報等の調査分析 ②研究力の調査分析 ③研究戦略策定

政府の科学技術政策、審議会の答
申・提言等や、ファンディング・エー
ジェンシー等の事業について、その
策定段階からインターネットや関係
者へのヒアリング等を通じて情報を
収集し、政策動向等について分析を
行う。また、組織においてこの機能
充実のため、施策情報等にかかる
データベースの整備等、情報分析
機能の強化、充実を図る。

研究者の研究分野、外部資金獲得
状況や論文投稿状況等を把握し、
マッピング等により大学・部局等の
研究特性の組織的把握を行う。ま
た、組織においてこの機能充実のた
め、研究者情報のデータベースの
整備等、研究プロジェクトの策定基
盤を強化・充実化する

組織の研究教育資源を有効に活用
することを目指し、組織改編、研究
拠点形成、研究支援体制構築に関
する立案・支援、関係部局との調整
等を行う。研究者相互の認識の拡
大と深化、意識醸成、プレゼンス確
立のため、例えば新たな課題発見
のためのワークショップの開催等を
行う。

中級 中級 中級

大項目 中項目
小項目
（レベルの上下ではなく、異なる内
容の場合のみ項目出しする）

外部資金情報の収集分析 ◎ ◎ ◎

政策情報の収集分析 ◎ ◎ ◎

科学技術関連の政策動向
（国内外） ◎ ◎ ◎

科学技術に関する知識 ○ ◎ ◎

研究評価に関する知識 ○ ◎ ◎

研究経費の執行・会計に関する知
識（FA等） ○

知的財産 ○

輸出管理

利益相反 ○

臨床研究等に関する法令、指針

秘密管理関連法令
（不正競争防止法等） ○

産学連携に関する知識 ○ ○ ○

科学者コミュニティー ○ ○ ○

大学法人組織に関する知識 ○ ○ ○

総務系事務に関する知識 ○

人事系事務に関する知識 ○

財務系事務に関する知識 ○ ○

教務系事務に関する知識

安全衛生に関する知識
（安全衛生法含む）

科学者倫理 ○
生命倫理

企画力・提案能力
（分析した情報をもとに企画し提案
できる）

◎ ◎ ◎

文章作成能力 日本語文章作成能力 ◎ ◎ ◎

スケジュール管理能力
（教員等に対して） ○ ◎ ◎

パソコンスキル ○ ◎ ◎

分析ツール利用能力
（Web of Science® 、Scopus®等） ◎ ○

パブリックリレーション（広報等） ◎
ダイバーシティーマネジメント
（多様な文化等を尊重し、適切な行
動を取れる）

○ ○ ◎

英会話能力 ○ ○

英語文章能力 ○（読解力/作文力） ○ ○
⑤対人

教員、政府、企業等ステークホル
ダーとのコミュニケーション ◎ ◎ ◎

⑥その他 ○ ○

他大学、国内外研究機関との相対
的位置けを含め、研究特性の組織
的把握ができる。また当該分野の
主たる研究者や大型資金の研究課
題の展開を把握している。

大枠の方向性、いくつかの科学的
キーワードが提供されれば、関係す
る学内研究者や関連分野を分析
し、具体的な企画のため自ら関連分
野や研究者を提案できる。

機能

研究戦略推進支援業務

③実務

④語学

②知識

政府の主要な審議会、FAのレポー
ト等を理解し、それに基づき独自に
関連する事項の動向との関係性も
含め分析を行い、情報提供を行え
る。

大学事務に関する知識

レベル

①事業

情報収集・分析能力

ITスキル

語学

大学組織・学術組織に関する
知識

倫理

法律・法令・規則



①研究プロジェクト企画
立案支援

②外部資金情報収集
③研究プロジェクト企画
のための内部折衝活動

④研究プロジェクト実施
のための対外折衝・調整

⑤申請資料作成支援

外部資金獲得状況等か
ら他大学との比較、採択
結果の分析等を行う。ま
た、研究者のマッチン
グ、研究チームの構成員
候補のリストアップ等の
外部資金に応募する研
究プロジェクトの企画案
の策定のための支援、
調整を行う。

国、ファンディング・エー
ジェンシーや企業等が募
集する補助金・委託事業
等の国内外の外部資金
及び関連情報について、
その策定段階からイン
ターネットや関係者への
ヒアリング等を通じて収
集、募集内容、対象や要
件等を分析し、背景とな
る政策動向や外部資金
獲得によるメリット・デメ
リット等を把握し、適切な
研究分野・経験を持つ研
究者に情報提供を行う。

外部資金受入、研究プロ
ジェクトに必要な研究資
源の確保や協力機関と
の契約等締結に関する
事務局との調整、学内の
研究者・研究科等への研
究プロジェクトへの参画
交渉・調整を行う。また、
申請件数が限られている
大型外部資金について、
学内ヒアリング等を通じ
て公募条件の合致の確
認、申請件数の調整を行
う。

学外の研究者・研究機関
への研究プロジェクトへ
の参画交渉や外部資金
受入、事業計画・ＮＤA等
の契約等締結に関する
協力機関との調整を行
う。

研究者の発想を整理し、
必要なデータ等の収集、
外部資金の申請書の研
究計画の分筆・ドラフトや
予算計画の作成を行う。
また、申請書の添削・改
善アドバイスや形式・内
容が公募条件等に適合
しているかどうかの確認
を行う。申請書等を基に
ヒアリング審査等におけ
るプレゼンテーション資
料等の作成や支援を行
う。申請書やプレゼン資
料作成指導セミナー等の
開催。

中級 中級 中級 中級 中級

大項目 中項目
小項目
（レベルの上下ではなく、異なる内
容の場合のみ項目出しする）

外部資金情報の収集分析 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

政策情報の収集分析 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

科学技術関連の政策動向
（国内外） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門分野 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

他分野 ○ ○ ○ ○ ○

研究評価に関する知識

研究経費の執行・会計に関する
知識（FA等） ○ ○ ○ ◎

知的財産 ○ ○ ○ ○

輸出管理

利益相反 ○ ○ ○ ○

臨床研究等に関する法令、指針 ○ ○ ○ ○

秘密管理関連法令
（不正競争防止法等） ○

産学連携に関する知識 ○ ○ ○ ○

科学者コミュニティー ○ ○ ○ ○ ○

大学法人組織に関する知識 ○ ○ ○ ○

総務系事務に関する知識 ○

人事系事務に関する知識 ○

財務系事務に関する知識 ○

教務系事務に関する知識 ○

安全衛生に関する知識
（安全衛生法含む） ○ ○ ○ ○

科学者倫理 ○ ○ ○ ○
生命倫理 ○ ○ ○ ○

企画力・提案能力
（分析した情報をもとに企画し提
案できる）

◎ ◎ ◎ ◎

文章作成能力 日本語文章作成能力 ○ ○ ○ ◎

スケジュール管理能力
（教員等に対して） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

パソコンスキル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

分析ツール利用能力
（Web of Science® 、Scopus®等） ◎ ◎ ◎ ◎

パブリックリレーション（広報等）

ダイバーシティーマネジメント
（多様な文化等を尊重し、適切な
行動を取れる）

○ ○ ○ ○

英会話能力

英語文章能力 ○ ○
⑤対人

教員、政府、企業等ステークホ
ルダーとのコミュニケーション ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

⑥その他 ○

請われれば異分野の研
究者を紹介し、研究プロ
ジェクト立案を支援でき
る。データベースによる
学内の研究の強み分析
や共同研究実績分析等
により、研究チーム構成
員の提案を研究者らに
対して行うことができる。

各研究グループの研究
ステージを把握し、適切
な外部資金情報提供を
行うことができる。国内だ
けでなく国外の研究補助
金等の情報を収集、ルー
ルを把握をした上で、研
究者へ適切な情報提供
を行うことができる。

申請書の様式上で求め
られている事項に加え、
研究プロジェクトを遂行
するための事前交渉必
要事項を想定し、関係者
間の調整とスケジュール
管理を行うことができる。
研究プロジェクトに必要
な分野の学内研究者の
参画を提案することがで
きる。大学の現行の枠組
みや組織運営の課題や
問題点を的確に把握し、
改善を提案することがで
きる

大学組織・学術組織に関する
知識

大学事務に関する知識

倫理

法律・法令・規則

プレアワード業務

機能

レベル

③実務

ITスキル

④語学

語学

学外の研究者・研究機関
等への研究プロジェクト
への参画交渉に際して、
各関係者の提案をまと
め、研究プロジェクトの計
画立案を支援することが
できる。研究プロジェクト
のマネージメント計画（実
施体制、資金計画・分
担、事業実施前に必要な
契約締結等）の一部を提
案することができ、研究
者らとの協議のうえ、計
画を作成することができ
る。

複数の公募状況を把握
し、ＵＲＡへの支援割り当
てや必要に応じた増援、
スケジュール管理等、Ｕ
ＲＡのマネジメントを行う
ことができる。初心者向
けの申請書やプレゼン資
料作成指導セミナー等の
講師を行うことができる。

①事業

情報収集・分析能力

②知識

科学技術に関する知識



①プロジェクト実施のた
めの対外折衝・調整

②プロジェクトの進捗管
理

③プロジェクトの予算管
理

④プロジェクト評価対応
関連業務

⑤報告書作成業務

外部資金採択時に、ファ
ンディング・エージェン
シー等との研究計画・予
算、間接経費の比率等
の調整、詳細な研究・予
算計画の作成を行う。

研究プロジェクトの運営
ミーティング、研究チーム
ミーティング等の運営、
各研究チーム等を含む
研究プロジェクトの進捗
状況の把握・調整を行
う。また、研究プロジェク
トに関係する論文発表、
学会発表、知的財産の
取得、その他研究成果
の把握・整理を行う。

学内共同研究者、協力
機関等への予算配分案
の調整・作成を行うととも
に、研究費の執行状況
の把握及び研究計画や
法令・補助条件等に適合
しているかの確認を行
う。また、内部監査、外部
資金の額の確定検査等
の検査への対応を事務
と連携して行う。研究目
的・内容に必要なスペッ
クを満たす機器等のリス
トアップ及び調達の際の
仕様書等の作成、メー
カーや経理担当者との
調整を行う。

ファンディング・エージェ
ンシー等による年度評
価、中間評価、事後評価
等に対して報告書、プレ
ゼンテーション資料等の
作成やその支援、ヒアリ
ングへの出席等の対応
を行う。また、研究プロ
ジェクト自体で行う評価
委員会の開催・運営を行
う。

各種報告書に必要な研
究成果等の整理、研究
者・研究チームとの執筆
内容の調整・整理・取り
まとめを行い、ドラフトを
作成する。また、報告書
の添削・改善アドバイス
や報告書が研究計画等
へ適合しているかどうか
の確認を行う。

中級 中級 中級 中級 中級

大項目 中項目
小項目
（レベルの上下ではなく、異なる内
容の場合のみ項目出しする）

外部資金情報の収集分析

政策情報の収集分析 ○ ○

科学技術関連の政策動向
（国内外）

○ ○ ◎ ○

科学技術に関する知識 ◎ ○ ◎ ○

研究評価に関する知識 ◎ ○ ◎ ○

研究経費の執行・会計に関する
知識（FA等）

◎ ○ ◎ ○ ○

知的財産 ◎ ◎ ○ ○ ○

輸出管理 ○ ◎ ○ ○

利益相反 ○ ◎ ○ ○

臨床研究等に関する法令、指針 ◎ ○ ○

秘密管理関連法令
（不正競争防止法等）

○ ○ ○

産学連携に関する知識 ◎ ○ ○

科学者コミュニティー ◎ ◎

大学法人組織に関する知識 ○ ○ ○ ○ ○

総務系事務に関する知識 ○ ○ ○

人事系事務に関する知識 ○ ○ ○

財務系事務に関する知識 ○ ○ ◎ ○ ○

教務系事務に関する知識 ○ ○

安全衛生に関する知識
（安全衛生法含む）

○ ○ ○ ○

科学者倫理 ○ ○ ○

生命倫理 ○
企画力・提案能力
（分析した情報をもとに企画し提
案できる）

◎ ○ ○ ○

文章作成能力 日本語文章作成能力 ○ ○ ◎ ◎

スケジュール管理能力
（教員等に対して）

○ ◎ ○ ◎

パソコンスキル ◎ ○ ○ ◎ ○

分析ツール利用能力
（Web of Science® 、Scopus®等）

パブリックリレーション（広報等） ○ ◎ ◎ ○
ダイバーシティーマネジメント
（多様な文化等を尊重し、適切な
行動を取れる）

◎

英会話能力 ○ ○

英語文章能力 ○ ◎ ○
⑤対人

教員、政府、企業等ステークホ
ルダーとのコミュニケーション

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

⑥その他

プロジェクト関連業務（予
算管理、情報管理、進捗
管理、広報、イベント等）
につき実施体制の立案、
および学内関係部署との
交渉、調整ができる。

各種成果（論文発表、学
会発表、広報、特許等）
の管理や定例ミーティン
グ時の秘密情報の取り
扱いにつき運営方法を
提言し、管理することが
できる。

プロジェクトメンバーの予
算執行状況を把握し、執
行の可否の判断や進捗
状況により費目間流用
等予算配分の調整を行
うことができる。各種機器
調達時の仕様書の作成
および学内担当部署と調
整を行うことができる。

大学組織・学術組織に関する
知識

大学事務に関する知識

倫理

ポストアワード業務

機能

レベル

③実務

ITスキル

④語学

語学

FAの実施する中間評
価、事後評価に際してア
ジェンダやプレゼンテー
ションの内容を含めた全
体のシナリオにつき学内
外のプロジェクトメンバー
と調整を行い立案するこ
とができる。

各種報告書の執筆内容
につきプロジェクトメン
バーとの調整・とりまとめ
を行いドラフトを作成する
ことができる。

①事業

情報収集・分析能力

②知識

法律・法令・規則



①教育プロジェクト支援業務 ②国際連携支援業務 ③産学連携支援業務

大項目 中項目
小項目
（レベルの上下ではなく、異なる内容
の場合のみ項目出しする）

外部資金情報の収集分析 ○ ○ ○

政策情報の収集分析 ○ ○ ○

科学技術関連の政策動向
（国内外） ○ ○ ○

科学技術に関する知識 ○ ○ ○

研究評価に関する知識 ○ ○ ○

研究経費の執行・会計に関する
知識（FA等） ○ ○ ○

知的財産 特許法・著作権法 ○ ○

産学連携に関する知識 ○ ○

科学者コミュニティー ◎ ○ ○

大学法人組織に関する知識 ◎ ○ ○

総務系事務に関する知識 ◎ ○ ○

人事系事務に関する知識 ○ ○ ○

財務系事務に関する知識 ○ ○ ○

教務系事務に関する知識 ○ ○ ○

ミスコンダクト ○ ○ ○

輸出管理 ○ ○

利益相反 ○ ○

臨床研究等に関する倫理指針 ○ ○

ゲノム研究に関する倫理指針 ○ ○

疫学研究における倫理指針 ○ ○

ヒト幹細胞に関する指針 ○ ○

ER/ES指針 ○ ○

GCP,GMP ○ ○

レギュラトリーサイエンス ○ ○ ○

秘密管理関連法令
（不正競争防止法等） ○ ○

安全衛生に関する知識
（安全衛生法含む） ○

企画力・提案能力
（分析した情報をもとに企画し提案
できる）

◎ ◎ ◎

文章作成能力 日本語文章作成能力 ○ ○ ○

スケジュール管理能力
（教員等に対して） ◎ ○ ○

パソコンスキル ○ ○ ○

分析ツール利用能力
（Web of Science® 、Scopus®等）

ファシリテーション ◎ ◎ ◎

レピュテーションリスク ○ ○ ○

ウェブデザイン

各種グラフィックソフトウェア適用
能力
（Adobe Photoshop®、Illustrator®
等）

ダイバーシティーマネジメント
（多様な文化等を尊重し、適切な行
動を取れる）

○ ○

英会話能力 ○ ◎ ○

英語文章能力 ○ ◎ ○
⑤対人

教員、政府、企業等ステークホル
ダーとのコミュニケーション ◎ ◎ ◎

⑥その他

関連専門業務（1/3）

機能

教育研究拠点形成や、連合大学院
設置等、大学院教育を主とした連携
支援を行う。国・大学の大学院教育
方針を理解しつつ連携構想を研究
面から整理するとともに、学内関係
者および外部関係機関との連絡・調
整を行い、教員・事務と共同で連携
に関する具体的な手順を進める。

国際的な教育研究に関するコンソー
シアム形成等、海外機関との連携を
進めるにあたり、海外の教育研究動
向・状況を理解し、説明資料作成、
連絡、、調整、契約、調印式等の現
地でのイベント開催等の一連の業
務を、教員、事務職員と連携して行
う。また、国際共同研究支援の一環
として、国外から研究者を招聘する
ための連絡、調整等を行う。

企業との組織的連携、産学官連携
コンソーシアム、地域振興を含めた
地域産業界との連携の構築支援を
行う。具体的には、企業と研究者の
研究プロジェクトに対する考え・要望
を聞き、方向性を整理し、プロジェク
トの実現に向けた交渉・仲介を行
う。また、産業界と連携し公的競争
的資金による複数の当事者による
大型・長期のプロジェクトの推進を
支援する。

①事業

情報収集・分析能力

②知識

大学組織・学術組織に関する
知識

大学事務に関する知識

倫理・コンプライアンス
（法律・法令・規則・基準・指針等）

③実務

ITスキル

パブリックリレーション（広報等）

④語学

語学



④知財関連業務 ⑤研究機関としての発信力強化推進 ⑥研究広報関連業務

大項目 中項目
小項目
（レベルの上下ではなく、異なる内容
の場合のみ項目出しする）

外部資金情報の収集分析

政策情報の収集分析

科学技術関連の政策動向
（国内外） ○ ○ ○

科学技術に関する知識 ○ ○ ○

研究評価に関する知識 ○

研究経費の執行・会計に関する
知識（FA等） ○

知的財産 特許法・著作権法 ◎

産学連携に関する知識 ○

科学者コミュニティー ○ ○ ○

大学法人組織に関する知識 ○ ○ ○

総務系事務に関する知識

人事系事務に関する知識

財務系事務に関する知識

教務系事務に関する知識

ミスコンダクト

輸出管理 ○

利益相反 ○

臨床研究等に関する倫理指針

ゲノム研究に関する倫理指針

疫学研究における倫理指針

ヒト幹細胞に関する指針

ER/ES指針

GCP,GMP

レギュラトリーサイエンス

秘密管理関連法令
（不正競争防止法等） ○

安全衛生に関する知識
（安全衛生法含む）

企画力・提案能力
（分析した情報をもとに企画し提案
できる）

◎ ◎

文章作成能力 日本語文章作成能力 ◎ ◎

スケジュール管理能力
（教員等に対して） ○ ○ ○

パソコンスキル ○ ○ ○

分析ツール利用能力
（Web of Science® 、Scopus®等）

ファシリテーション

レピュテーションリスク ○ ○

ウェブデザイン ○ ◎

各種グラフィックソフトウェア適用
能力
（Adobe Photoshop®、Illustrator®
等）

○ ◎

ダイバーシティーマネジメント
（多様な文化等を尊重し、適切な行
動を取れる）

○ ○

英会話能力 ○ ○

英語文章能力 ○ ○
⑤対人

教員、政府、企業等ステークホル
ダーとのコミュニケーション ◎ ◎ ◎

⑥その他

関連専門業務（2/3）

機能

必要に応じて学内の関連部署と連
携・調整しつつ、知財の発明範囲の
確定、特許明細書の検討・作成、企
業と共同出願する際の調整・交渉を
行う。また産学官連携コンソーシア
ム、特区構想等の特別な取り組み
については、事業趣旨や申請内容
を踏まえ、当該事業に最適な知財
の取り扱いを提案できる。

研究活動に関係する研究機関とし
ての提言、宣言等の立案を支援す
る。また、学外の研究者や学外ス
テークホルダー等に対する研究機
関としての発信力・ブランド力を強化
するため、研究内容、研究環境等に
関する広報活動に参画する。

Webサイトの掲載内容の立案、デザ
イン、管理や更新を行う。その他、
ニュースレター、パンフレット等の海
外向けも含めた広報資料の企画・
作成を行う。また、プレス発表等の
手配や取材の対応を行う。研究会
や一般向けセミナー等におけるプレ
ゼンテーション資料の作成や研究内
容・成果の発表・報告を行うと伴に、
セミナー等の成果の取りまとめ、来
場者とのネットワークの形成を行う。

①事業

情報収集・分析能力

②知識

大学組織・学術組織に関する
知識

大学事務に関する知識

倫理・コンプライアンス
（法律・法令・規則・基準・指針等）

③実務

ITスキル

パブリックリレーション（広報等）

④語学

語学



⑦イベント開催関連業務 ⑧安全管理関連業務 ⑨倫理・コンプライアンス関連業務

大項目 中項目
小項目
（レベルの上下ではなく、異なる内容
の場合のみ項目出しする）

外部資金情報の収集分析

政策情報の収集分析

科学技術関連の政策動向
（国内外） ○ ○ ○

科学技術に関する知識 ○ ○ ○

研究評価に関する知識 ○ ○

研究経費の執行・会計に関する
知識（FA等） ○

知的財産 特許法・著作権法

産学連携に関する知識

科学者コミュニティー ○ ○ ○

大学法人組織に関する知識 ○ ○ ○

総務系事務に関する知識 ○ ○

人事系事務に関する知識 ○ ○

財務系事務に関する知識 ○ ○

教務系事務に関する知識 ○ ○

ミスコンダクト ◎

輸出管理 ○ ◎

利益相反 ○ ◎

臨床研究等に関する倫理指針 ◎ ◎

ゲノム研究に関する倫理指針 ◎ ◎

疫学研究における倫理指針 ◎ ◎

ヒト幹細胞に関する指針 ◎ ◎

ER/ES指針 ◎ ◎

GCP,GMP ◎ ◎

レギュラトリーサイエンス ◎ ◎

秘密管理関連法令
（不正競争防止法等） ○ ○

安全衛生に関する知識
（安全衛生法含む） ◎ ○

企画力・提案能力
（分析した情報をもとに企画し提案
できる）

◎

文章作成能力 日本語文章作成能力 ○ ○ ○

スケジュール管理能力
（教員等に対して） ◎ ○

パソコンスキル ○ ○ ○

分析ツール利用能力
（Web of Science® 、Scopus®等）

ファシリテーション ○ ○

レピュテーションリスク ○ ○

ウェブデザイン ○

各種グラフィックソフトウェア適用
能力
（Adobe Photoshop®、Illustrator®
等）

○

ダイバーシティーマネジメント
（多様な文化等を尊重し、適切な行
動を取れる）

英会話能力 ○ ○

英語文章能力 ○ ○
⑤対人

教員、政府、企業等ステークホル
ダーとのコミュニケーション ○ ◎ ○

⑥その他

関連専門業務（3/3）

機能

シンポジウム等の企画・立案、プロ
グラム策定を行い、必要な講師等の
選定・招聘、関連する手続等の事務
部門・イベント会社との調整を行う。
また、イベントの対象に合った適切
な広報を行い、準備・開催当日の管
理・運営を行う。

必要に応じて学内の関連部署と連
携・調整しつつ、薬品等の取扱、遺
伝子組み換え動植物、病原性微生
物、放射線等の実験に関する法令
等への適合性確認や定期的な運用
状況の確認を行う。併せて、保管・
実験等に必要な申請書類等の作成
を行う。また、事故発生時の学内外
の対応を行う。海外調査、フィールド
ワーク等における参加研究者の把
握、実施計画の作成、保険加入等
の管理を行う。

必要に応じて学内の関連部署と連
携・調整しつつ、利益相反や知的財
産・研究成果の取り扱いに関する確
認、実験等に伴い収集する個人情
報の管理等を行う。また、研究者等
に対する各種倫理・コンプライアンス
関連の助言・情報提供を行うととも
に、倫理・コンプライアンス違反が
あった際の学内外の対応を行う。

①事業

情報収集・分析能力

②知識

大学組織・学術組織に関する
知識

大学事務に関する知識

倫理・コンプライアンス
（法律・法令・規則・基準・指針等）

③実務

ITスキル

パブリックリレーション（広報等）

④語学

語学
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